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脱原発 を 早急に実現 し 自然再生エ ネル ギーへの転換 を 求め る 意見書

　 日本国内には現在 ５ ０ 基の原発が あ り 、 そ の中で福島第一原子力発電所は、 平成 ２ ３

年 ３ 月 １ １ 日に発生 し た東日本大震災に よ り 、 第 １ 号機、 第 ２ 号機、 第 ３ 号機が メ ル ト

ダ ウ ン を 起 こ し 、 水素爆発な ど に よ る 放射能の広範囲な飛散や水の汚染な ど、 今 なお深

刻な状況が続い て い る。

　 こ の事故に よ る 放射性物質汚染で、 福島第一原子力発電所近 く の住民は、 い ま だに住

み慣れた家、 職場 を 追われ、 苦痛な避難生活 を 余儀な く さ れ て い る。 原発か ら 出 る 放射

性廃棄物は、 数万年にわ た り 人間の生活環境か ら 隔離 し な ければな ら な い。 し か し、 放

射性 を 無害化す る 技術は な い。

　 原子力発電所は、 多重防護に よ る 対策が と ら れ て い る か ら 過酷事故は起 き ず絶対安全

だ と い う 「安全神話」 が完全に崩壊 し た こ と に よ り 、 国民の原子力発電に対す る 目は非

常に厳 し く な っ て い る。

　 政府は、 福島第一原子力発電所事故の検証が終わ っ て い な いに も か かわ ら ず、 暫定的

な安全基準に よ り 関西電力大飯発電所 ３ 号機、 ４ 号機の再稼働 を正式決定 し た。

　 次は、 四国電力伊方原子力発電所の再稼働 と 言われて い る。

　 四国電力伊方原子力発電所に福島原発 と 同様の過酷事故が発生 し た場合、 四国四県は

も と よ り 、 国内の広い範囲が放射性物質に よ り 汚染 さ れ、 大 き な被害が予想 さ れ る。

　 よ っ て、 石井町議会は、 福島第一原子力発電所の過酷事故 を 教訓に、 子孫に こ の よ う

な不安 と 危険 を残 さ な い た め、 国におい て エ ネル ギー政策の抜本的な転換 を 図 り 、 速や

か な原子力発電か ら の撤退 を め ざす よ う 、 次の こ と を 強 く 要請す る。

記

１ 　 自然エ ネル ギー な ど 再生可能エ ネル ギー政策 を 進め、 すみやかに原子力発電か

ら の撤退 を図 る こ と

２ 　 東日本大震災の教訓に立ち、 地震規模、 津波に対す る 想定の見直 し な ど、 現状

の原子力発電所の安全確保に向け て総力 を 挙げ る こ と

３ 　 原子力発電所にかか る 緊急時の計画区域 を は じ め と す る 安全基準の抜本的な見

直 し を 図 る こ と

以上、 地方自治法第 ９ ９ 条の規定に よ り 意見書 を 提出す る。
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